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ご契約者各位 

東京電力パワーグリッド株式会社 

ネットワークサービスセンター 

 

 

最大連系電力が同時最大受電電力を超過する地点の対応に関するお知らせ 

 

拝啓 平素より，弊社事業につきましてご理解とご協力を賜り，誠にありがとうございます。 

この度，同時最大受電電力※１が 50ｋＷ以下の低圧発電設備において，最大連系電力※２が

同時最大受電電力を超過する地点の申込みを下記のとおり取り決めをいたしました。  

 つきましては，下記内容をご確認のうえ，ご希望がある場合はお申込みいただきますよう

お願い申し上げます。 

※1 同時最大受電電力：発電者の電気設備と当社の供給設備との接続点における最大電力 

※2 最大連系電力  ：当月における受電電力の最大値 

敬具 

 

記 

 

１．概要 

最大連系電力が同時最大受電電力を超過した場合，弊社，託送供給等約款「適正契約の

保持等（2）」に基づき，適正契約の保持が必要となります。 

新設の発電設備で最大連系電力が同時最大受電電力を超過する見通しがある場合は，

総出力容量の 105％以内を同時最大受電電力として，新設の申込みをお願いいたします。 

契約中の発電設備で最大連系電力が同時最大受電電力を超過した場合は，適正契約が

保持可能な同時最大受電電力として，契約変更の申込みをお願いいたします。 

 

２．対象となるご契約 

発電量調整供給契約 

 

３．申込み方法 

(１)新設申込み 

以下のとおり，Ｗｅｂ申込システムにご登録ください。 

 ただし，希望する総出力容量は発電設備出力より算出した総出力容量の 105％を超

えない値としてください。 

 

 

 

 



（ご登録内容） 

・【その他確認事項】―「東電パワーグリッドへの連絡事項」欄：『協議契約』と入力 

 

・【発電設備情報】―「その他発電設備」欄：希望する総出力容量を入力 

 

 

(２) 契約変更申込み 

以下のとおり，Ｗｅｂ申込システムにご登録ください。 

ただし，希望する総出力容量は超過発生時の最大連系電力を超えない値としてくださ

い。 

・【その他確認事項】―「東電パワーグリッドへの連絡事項」欄：『協議契約』と入力 

  

・【発電設備情報】―「その他発電設備」欄：希望する総出力容量および過去の発電設備

情報をすべて入力 

  

 

(３)申込書類 

 低圧配電線への系統連系協議依頼票（低圧発調契約）について，最新様式をご使用くだ

さい。旧様式の場合，申込みを差戻しする場合がございますので，あらかじめご了承くだ

さい。 

＜最新様式掲載場所＞ 

https://www.tepco.co.jp/pg/consignment/workshop/procedure/renewable/retail

service/low-new.html#anchor04 

 

 

以上 

 

【お問い合わせ先】       

東 京 電 力 パ ワ ー グ リ ッ ド 株 式 会 社 

ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス セ ン タ ー 

[  電 話 ： 0 3 - 3 5 0 9 - 1 7 0 9（ 代 表 ） ] 

ダ イ ヤ ル 後 、 最 初 に 「 2 」 を 、 続 け て 「 3 」をご選択ください 

[ 営 業 時間： ９ 時～１２時 、 1 3 時 ～ 1 7 時 ] 

（ 土 日 ・ 祝 日 ・ 年 末 年 始 を 除 く ） 

以上 

協議契約 

総出力容量：○○ 

協議契約 

総出力容量：○○ 
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